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⾎清リポプロテイン(a)の測定と動脈硬化性疾患に関する後ろ向き観察研究のお知らせ 

 
 
１．研究の対象 

これまでに当院で⾎清リポプロテイン(a)[以下、Lp(a)]の測定を⾏われた⽅ 
 
２．研究⽬的・⽅法 

Lp(a)は、⼼筋梗塞や脳梗塞などの動脈硬化性疾患との関連が⽰唆されていますが、これ
まで⼗分活⽤されていませんでした。そこで、⽇本動脈硬化学会としては、現在の我が国
の動脈硬化性疾患診療における Lp(a)測定の意義を検討するため、今回の研究を⾏うこと
にしました。 

この研究の⽬的は、我が国における Lp(a)測定値の分布と動脈硬化性疾患（心筋梗塞、
狭心症、心不全、脳梗塞、大動脈瘤、下肢閉塞性動脈硬化症）との関連を検討することで
す。また、Lp(a)の値が⾼い場合に関連する疾患について検討することと⽇本における
Lp(a)の正常値を検討することも⽬的です。 
研究期間は、研究機関の⻑の実施許可⽇から 2026 年 3 ⽉ 31 ⽇です。 
 
３．研究に⽤いる試料・情報の種類 
 下記の事項を診療録から抽出します。 
１）基本情報：年齢、性別（閉経有無）、BMI、冠危険因⼦（家族歴・喫煙歴）、既往疾患

（糖尿病・⼼不全・脳卒中・⼤動脈解離・急性冠症候群・下肢閉塞性動脈硬化症）、FH
の有無、内服薬 

２）臨床検査：RBC、WBC、Plt、HbA1c、Lp(a)、総コレステロール、LDL-コレステロール、
HDL-コレステロール、Non-HDL コレステロール、中性脂肪、TRL、Apo-B、Apo-AI、
eGFR、CRP 

３）画像診断：冠動脈 CT（多枝病変、カルシウムスコア） 
４）⽣理学的検査：⼼エコー（弁膜症・流速）、頸動脈エコー（maxIMT） 
５）Lp(a)測定に⽤いられた検査⽅法を確認 
なお、本研究では⽣体試料を⽤いません。 
 
４．外部への試料・情報の提供 
１）外部へのデータの提供は、暗号化されたファイルを⽤いてセキュリティの確⽴してい
る WEBサーバにて管理します。また、対応表は、当機関研究責任者が保管・管理します。 
２）情報の提供開始予定⽇は、2025年 4⽉上旬以降を予定しています。 
 
５．研究組織（利⽤する者の範囲） 
東京医科⻭科⼤学先進倫理医科学分野・遺伝⼦診療科 教授  吉⽥雅幸 
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同     先進倫理医科学分野      技術補佐員  深津和美 

東京医科⻭科⼤学病院医療情報部     部⻑  藍 真澄 
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東京慈恵会医科⼤学附属柏病院      病院⻑・教授 吉⽥ 博  
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⾦沢⼤学医学部循環器内科        助教     多⽥隼⼈  
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国⽴循環器病研究センター病院      医⻑     ⽚岡 有  
 
６．研究資⾦・研究者の利益相反 
 本研究は⽇本動脈硬化学会の研究費を⽤いて⾏われます。研究者の⼀部は本研究で⽤いら
れた検査試薬製造会社のデンカ、ロッシュ、アボットと経済的関係があることが報告されて
います。 
 
７．お問い合わせ先 

この研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個⼈情報及び知的財産の保護に⽀障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に⽤いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代

理⼈の⽅にご了承いただけない場合には、研究対象としませんので、下記の連絡先までお申
出ください。その場合でも患者さんに不利益が⽣じることはありません。 
 
  照会先および研究への利⽤を拒否する場合の連絡先 

連絡先担当者：東京慈恵会医科⼤学附属柏病院 中央検査部 
診療部⻑・教授 政⽊ 隆博 
電話番号 04-7164-1111（内線 2284） 
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